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1965年12月 I Yukara（日本） X TN, （台湾）→IR568
1966年4月 I IR8XIR568→IR667（画期的三元交配）
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～］ ,f)()() 820 564 68.8 
1,501～：1,000 l,(i)8 l ,O:-l4 63.9 
:l,001～4,500 2,49ι l ,596 63‘9 
4,501～6,000 3,317 2,161 65.2 
G，α）（）～ 5喝'198 :,,272 59.5 





























（単位： 1,000ha, 1,000 t ，白米）
IAiBfCIDIEIF  
年｜水稲作IR系作IB／八 h水稲生iDのm1Aの指
｜付而積｜十l面積｜（%） i産高 ｜数 ［数
1970 1 I,184 I ーI 3,907 I 100.0 I l伺 .0
1971 11,17出I 3 I 0.2 , :1,975 I 101. 7 I 99.5 
197211,178 I 1871 15.913,933 I 100.7 I 99.5 
1973 I 1,170 I 1211 10.4 I 4,190 I 101.2 I 98.8 
1974 I 1,189 I 1s11 15.2 I 4,417 I 113.1 I 100.4 
1975 I 1,19s I 274 I 22.9 4,627 I 118.4 101.2 
1976 I 1,196 I 533 I 43.9 I 5,180 I 132.6 101.0 
1977 I 1,216 I 6伺 ｜ 凱6I 6,000 I 153.fi 102.7 
























































































19 I 1898～1917 
:H ! 1918～1954 
1 I 1955～1958 
8 I 1959～196fi》
11 I 1967～1977 















( / 1 ',T川市］鮮銀行調ft部『初魚I経済年桜JI比例，）tic






二の品交に JiL、て， riおは斡凶が「岩手C. Jを！泊先 L
たこ E, = r対！ 「締｜百円亭：郁子ff革研’1tJ',が Indicaか九
iザlY争以佐川子杢・ Japonica；こ導入仁上弓という奇伎
な発:tuに広ついて Eち敢にとりくんだ華 111,'. なる ~I 挙てあ
り， tきに1itl)Vj(J',J 1; ＇；き： tj ( 43べ←ン〕くあると
,:・jく≪￥悩 I.てL、ろ。
なわ，二本論文てに， ゴー』カラ Xf,中在来 Iり→IR
567となっているが（；ゆベ ン）‘こ jLU IR568 c!Jぷり
と，＼＇｝） } ！，） る。
ーアー十一.－－ 1一一一「一・・－，







400 二•＼＇－ログラムまでにロゲラム以 1:（＇） 段階でi土，
きわめて弁1•lf)O キログラムまでは 1 斗ミと，年
11.1主i立「料1,に’t乙『料り午命JI（『I本経済t1ru1u 
197s'<r 10 J J 20 1 ）。
ULゾJ:.tか、“THEIRRI REPORTER”1976有 1
,; (1976i十日月）に札“How Tongil tri巨gered a 
Korean rice revolution＇” L、7かなりゴ者Hな軒｛介が
ある。主 f：，緋！司』／＼ iJ）文献と［てu, ~寅燃『斡！現ノ
u色革命 総訴，＼i'，手'I:ノI,日発 l，＂（及』併 14農村!/i事ιrj
1978°1二方、／1占もく jJ l.＇・、 4,u，とあゐ。
OJ 2) が，i!Ut弘、「111,1水f,;1,11',.fi主イt vハいムちn,;rn-
1,; ｛じの I可能1'lcl- (JI 主P，~ I (Il, (21（『i:t¥'.'.t主ik.'I:i1:i1害
訴＼ 9リ l'.)7(i'!9 J. ;J¥10り 7(i年l()Jj）。
（｛上：-l) 二jl c" yの批判については， ｛r,寂峡 nif 総.＇：
にくわしい。 "41持続［kj:, ,;Ji[:] I-Yご ii本内農林水庄省関
｛系’ri，，二＇.I教なずr，店街.；；板、 kに’八、ご「常ぷ外のごと j



















(, I. l ) :.1, 1i l’K /i,1T fi,. tがif「L! 主駄にい＞）：；.， r. 
l ブ，：，；日，＇；打 •f，’i ' 
t'j j也文日l「.＇，｝［ 1: '.it ;'.,fi"i,'f科lffff Hiι7・制＇.JJ,}'. 
：：川市日；J l'l7::, l(JIJ, ;/¥2S在日 I : } 1 !)7511 '.! J l ) . 
1: . ~＇ I 討、 :Ji. I t,.'i!・' , ，ト！：， (/ 存fi〔：（＼ :1 , )J ( I 'ti併＇t:・.ir
,' l :;・i :Z!i 0; :; 1 . ; 1日76'1:; ! J）コ
/; r ，＇内 •i{( ,., 
!()7771 l2JJ）α 
:1 :, :rn1’I t;；＇；、）／，く，・恥 I/: ：行｛
er民主；；上 （＇例よ、』治52をめ H,; 
1山；＇， Hti申立lE，；二；jけ；：，執 っ¥'o,'1日峰、L
I: I CTfJ併・t，・可＂＇与＇・ 27'/, :{, 4 ',;







（［主 4) 山田登著『東市アン 7のがj'jj農政研究セ
ンター 1978年12月 60へ－ :/o 
（注 5) ソウノレ大学校嫌科大学附設量生業開発研究所
r韓国ニオケノL緑色革命』殿村擬興li 1977年。











































































































































































年 i岳地数 I 団（1地，∞面Oh日積） IR（系I，栽αH培Oh面a)積
1968 790 子 。
1969 10，α）（ 150 。
1970 22,896 3侠） 。
1971 22,896 '.-lO 
1972 22,945 187 187 
197:1 20,778 318 121 
1974 29,224 :193 181 
1975 '.12,446 428 274 
1976 51,:l9G 528 533 




































































1973 I 3,765 I 541 3,819 I 379 I 321 411 
1974 I 29,418 I 1221 29,540 I 2,946 I 521 2,998 
1975 I 53,60:1 I 2,2431 44,846 I 4,452 I 6段f心，140




























































(It 1) 終業協同組合中央:0[l'農協年鑑』 1977年版
31ベージ。
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1945年以前 65 6.5 
1946～1963 6.5 
1964 223 6 7.5 
1905 225 18 10.5 
19行6 197 19 81 13.8 
1967 222 23 104 17.7 
1968 159 16 120 20.4 
1969 148 14 134 22.8 
1970 1回 15 149 25.3 
1971 242 27 176 29.9 
1972 216 23 199 33.8 
1973 223 30 229 38.9 
1974 209 22 251 42.7 
1975 ? 19 270 46.0 



















































































































































つ旬 。 。'F地M:1面積（ 100万ha)
トー・ドJ'J’JU，危回数(lu])



























I A B ICID,E[  F 
年｜限延議醸IB/AI撃自主義i声高国主
i I 1担車 庫日数







































日71 60 2.1 。2.4 
299 592 17.9 56.2 2.9 
732 2,294 40.0 48.8 4.5 15.0 
774 2,325 61.6 
ヲ93 1,384 27.2 0 4.3 
B01 1,015 17.5 99.6 4.9 
[141 1,052 17.4 9.4 5.2 5.8 
182 984 13.7 2:i.:l 6.5 4.5 
179 145 1.8 54.4 6.7 3.7 
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の水平lj事業」（『アジア経済』第 9巻第 7,j- 1968年 7
Jlり〕参照。
en 2) 金1i:吻 Jlj掲書 134ページ。




ジf経済研究所 1979年 3月，等三＂＇ Y.u。
C; i♂ 5) 「斡国農民／意識構造分析＿J（『農協調i'Ul
報』第23巻第 3~- 1978年 3月〕 23ベージ。なお調査
年flは不詳。
〔／l'6〕 『中央日報』 1979年 4月28日。
(ii 7) Reed, E.，οrganizational Issues in Gro 
ゆ Farmingin South Korea, The Land Tenure 
Center, University of Wisconsin幽Madison,Decem-
ber, 1978. 






( /111) 金災対毛 1lif掲書 115べージ。
41 
Ⅴ　結論－新段階の生産力構造
1979080044.TIF
V 結 論
一一新段階の生産力構造
これまで，水和の10アール当たり平均収量490
キログラム（日本式の玄米換算では約540キログラム〉
を，韓国が，ほほ70年代をかけて達成した新たな
生産力段階とみて，その達成過程とそれにともな
って生じた生産力の諸側面の変化についてのべ
~r 
J」。
最後に，この生産力段階はどのような構造をも
っているかを要約し，本稿の結論としたい。
第 1に，韓国の稲作生産カの新段階は，新しい
機械化体系の確吹といった方式によって達成され
たものではなく，肥料，農薬その他の生産資材の
投入を増加させることによって達成されたもので
ある。したがって，従来の技術体系の延長鰻上に
あり，在来技術体系の徹底した集約化という構造
をもっている。
第 2に，生産労働と生産諸手段の結合における
諸決定とそこから生子る結巣の責任を，政府・官
庁と農民が分担するという構造をもっており，こ
れは韓国稲作生産力の新段階におけるいちじるし
い特徴となってL、る。
第 3に，新生産力段階は生産労働ど生産諸手段
の結合を集団的に行なうという構造をもってい
る。この集団にい全国的レベルの集団と？数万を
数えるより小規模な集団がありー←小規模集団に
ほ，多い時には全水田面積の約2分の lが組織さ
れた一一両者が重層をなしている。
生産主体の役割の分担，集団栽培という上記の
構造は，第 1に述べた技術の集約化を効率的に推
進することを可能にし，わずか6～7年の聞に，
10アール当たりの米の収量を 330キログラムから
490キログラム段階へと160キログラムも増加させ
42 
る大幅な生産力の上昇をもたらした。
以上にのベた生産力構造は， 1950年代および60
年代の生産力構造からの変化を示すものであると
同時に，おそらく70年代に固有な構造であって，
今後引続いて相当大きく変化していくものと脅え
られる。
ぞれは，第 lに，政府・官庁と農民の生産主体と
しての役割分担は不安定な関係であり，現実に，
金寅燃，ぬま邑dE.等の前掲論箸において政府・官
庁と鑑民の聞にかなりの準し離のあることが指摘さ
れており，政府の役割は早晩変化せざるをえない
であろうこと。
第2に，農村労働力不足と機械化の進展が急速
に進んでいること。
第3に，第 l，第2の望書因や農家の兼業機会の
増加，請負耕作会社の出現などが，集団栽培方式
に大きな影響を及ぼすであろうこと，などの理由
によるものである。
〔付記〕 本稿の執筆に際しては，ソウル大学校社会
科学大学助教授守あり，主研究所存艮研究員である鄭
英一先生に多くの教示E助言をいただいた。まだきわ
めて不十分な内容であるが，これによって改善された
点が多いことを記し，感謝の意を表したい。もちろん，
内存の責任はー切筆者にある。
なお，本稿をほぼ書き終えた本年5月上旬，韓国政
府はアメリカおよび日本から米お上そ55万トンを輸入
すると公表した。その理山は備蓄のためとされている
が， 78年は予想外に病虫害の被害が大きかったといわ
れており，実収穫高が昨年秋公表された収穫高の推計
会下まわった可能性もある。その場台本稿も若ご！の修
正を要する場合があることをおととわりしておきた
u、。
（ア＞ 7経済研究所調査研究部；〕
